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＜病棟連絡事項＞
・49号室の蛍光灯切れており交換依頼伝票提出しています。
・センシケア 検査用ニトリル手袋(250枚) Ｓサイズの商品が変更になります。

　　変更前　センシケア 検査用ニトリル手袋(250枚) Ｓサイズ

　　変更後　ニトリルグローブ（100枚) Ｓサイズ
・原Ｄｒ次回往診日は4月2日（土）です。
・薬剤変更：2/4　17：30～

セルトラリンＯＤ錠50㎎「アメル」　 ⇒　ジェイゾロフト錠50㎎
　* 両錠剤共に白色です。ジェイゾロフト錠はＯＤ錠ではありません。

   ジェイゾロフト錠の方が小さく、薬名が黒く印字されています。
・東病棟の石田正勝様が西Aの貴重品ロッカーNo.12使用しています。貴重品をロッカーに収納しています。
＜患者様連絡事項＞
・成田　賀枝様～全身の掻痒感を夜間訴えており、主治医へ報告していますが処方ありませんでした。
・成田　富士子様～両手のひび割れ酷くヘパリン類似物質クリームではないものの希望あり主治よりユベラ軟膏１本処方となっています。
・藤原　絵瑠久様～生理痛訴えありＩＦオーダーで疼痛時カロナール(200)2Ｔ追加となり5回分処方となっています。
・船田　泰子様～原Ｄｒ診察にてアセトアミノフェン(500)3Ｔ 56日分処方となっています。
・庭田　祐一様～妹様より運転についてさせる事についての問い合わせあり、主治医へ確認し、万が一事故など目立つ事や家族様が心配されるようであれば公安へ行き検査してもらう方法もある事伝え了承しています。初外来日に関して予約取っています。姉様より連絡あり認知機能の低下があると聞いた為初外来日に頭部CT等の検査希望あり、主治医へ報告は飛ばしています。初外来日は2/26(土)10:00～となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～まとまりない言動や独語、徘徊や床にしゃがみ込む様子は持続しています。早朝覚醒見られ、不眠で経過。日中は拒否ありません。所在確認と精神症状観察継続し、適宜援助していきましょう。
・大久保　恵様～自己中心的な訴えが多く聞かれています。不満や希望など話すため、カウンター前に来てスタッフへ訴える事が多く見られていますが不機嫌さはありません。
・飯岡　未来様～準夜帯、眼球上転したまま棟内を徘徊しに出てくる事多くベンチへ座るよう促すも立ち上がり、数回ふらつく様子あり介入しています。深夜帯では奇声や怒る、その後には感情失禁見られるなど気分変動著明です。引き続き頓服使用し、他者トラブルにも注意してみていきましょう。
＜ＳＳＴ評価・検討＞
・成田　富士子様、池田　康憲様～拒否しています。
　Ａユニット～特になし
　Ｂユニット～神田　直樹様～コミュニケーションに関係のない目標を立てようとしてい
る事あり、「他者が向かってきたら骨折させる」と話す事もあります。会話に繋げる目標にしていきます。
 大久保　恵様～Dグループの他者交流グループに入れ、みんなと会話すると目標を立てて
います。

＜ピアサポートミーティング評価・検討＞
テーマは、感染流行期でストレスや不安となっていることについて行っています。人数
が少ない為か、2人とも自身の事が不安となっていることを積極的に話すことが出来てい
たが、集まりが悪かった午前中のうちに時間調整をしていく必要がある。　
・木村　正子様→感染症については仕方ないと思う。入院生活は慣れ、ストレスはない。

　　　　　　　　物を盗まれることがあったが、スタッフに相談し、解決できた。

　　　　　　　　この感染状況で退院したとして、もとも外出はしていないため、息子の
電話で気分転換できると思う。

　　　　　　　　もともと料理は好きなので退院してからも食生活で困ることは無いと思
う。

・佐々木　章洋様→外出泊できないことが最大のストレス。代替えとなる気分転換は無いと返答。毎回の外出泊で青森市の彼女が自宅に泊まりにきていたとのこと。料理は好きで得意料理は中華料理。洗濯は入院して初めて覚えたとのこと。

　　　　　　　　　　フェーズ2になるのはいつか、2月中は無理かと感染症についての質問が多い。
